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森 づくりサポーターニュース 森 づ り
びわこ

　野洲川廃川敷地を利用した県営都市公園「びわこ地球市民の森」の森づくりは、市民やＮＰＯ、企業、
行政など、幅広い人たちとの協働により、2001年から進めてきました。広さは、旧野洲川南流の洲本
町、水保町、今浜町までの全長3.2㎞、幅100～200ｍ、総面積42.5haで、５つのゾーンに分かれてい
ます。
　これまで「つどいのゾーン」をはじめ、４つのゾーンで植樹を進め、2014年３月に予定より早く植樹
を完了しました。完了時の総参加者数は約46,000人、総植樹本数は約161,000本になり、最初に植樹
された「つどいのゾーン」や「ふれあいゾーン」では、現在14年目になる木もあり、高いもので11ｍを
超える木に生長しています。
　昨秋実施した前回のつどいでは、参加していただいた皆様に、高木、亜高木、低木、草本と４階建の
森をつくるために低木苗木と山野草を、1,000株ずつ植えていただきました。
　今年度から、５番目の「ふるさとゾーン」の竹藪の整備や植栽も終わり、いよいよ全園５ゾーンがオー
プンとなりました。それぞれ木々の生長の度合いは違いますが、これから多くの生物の命を育む緑豊かな
森に成長していきます。私たちはサポーターやボランティアの皆様と共に、人の手を加える「育樹」とい
う方法で、都市型のより健全で自然豊かな森を１年でも早く創っていきたいと思っています。
　「びわこ地球市民の森」はまだまだ成長期の、未完成の森ですが、５月24日の今年のつどいでは、これ
までの森の「植樹」から森の「利・活用」に転じ、「自然とふれあいウォーク」を実施しました。新緑の
地球市民の森を歩く試みは、参加された多くの皆様に喜んでいただけたのではないかと思っています。
また、森づくりサポーターの皆様のご
協力により、間伐や間伐材を利用した
ものづくりの場を作っていただきまし
た。「びわこ地球市民の森」やその育
樹を知っていただくという意味で大切
なことだと思っています。
　今後は日々の育樹管理に加えて、
四季を問わず園内のどのゾーンを利用
される方にも、楽しく使いやすい「緑
の場づくり」を進めていかなければと
思っています。皆様のご協力をよろし
くお願いします。
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「ふるさとゾーン」がオープンしました！



   開会宣言

   会場展望

   森づくりサポーターの体験のブース

びわこ地球市民の森のつどい2014　 
が開催されました。

　数日前から雨かと不安視された天候でしたが、５月24日
（日）は素晴らしい天気に恵まれ、気温もどんどん上昇する中、
約3,000人の参加者につどいを楽しんでいただきました。
　秋開催の昨年度は、ちょうど半年前、ふれあいゾーンのほぼ
真っ直ぐなプロムナードに新しい試みとして、皆様に低木や山野
草を植えていただきました。今年は、さらに森の「植樹」から森
の「利・活用」に大きく形を転換し、半年前から準備を進めてき
ました。
　とにかく参加していただいた皆様に、緑鮮やかな「びわこ地球
市民の森」を満喫していただこうと、メインイベントに『自然と
ふれあいウォーク』を企画しました。森の自然に触れて、鳥の鳴
き声を聴き、さらに森のいろいろな体験や、森の中でのスポーツ・
健康の体験をしていただきました。いかがでしたでしょうか。

　開催前、ひなぎくこども園の園長先生に、こどもたちに1.5ｋｍ
の距離が長過ぎないかと不安に思っているとお話ししたところ、大
丈夫ですよと言われました。後日、こどもたちのオープニングセレ
モニー出演のお礼に伺った折には、こどもたちが「自然とふれあい
ウォーク」を楽しんでいたことを聞かせていただき嬉しく思いまし
た。ガールスカウト、ボーイスカウト、緑の少年団の皆さんにも歩
きながら自然とふれあった後、「体験ブース」を回って、いろいろ
な森づくり体験を楽しんでいただきました。
　森づくりサポーターの皆さん、体験ブースの出店ありがとうござ
いました。また、「自然とふれあいウォーク」のご案内ありがとう
ございました。それぞれのブースが盛況で、準備した体験のプレゼ
ントも、あっという間に品切れになってしまったようでした。森づ
くりセンター近くの木々には植えてまだ２年目の小さなものもあ
り、心許ないですが、一旦根付くとどんどん高くなっていきます。

同様に、また来年同じ時期に皆様に歩いて
いただくコース沿いの、緑の生長が今から
楽しみとなりました。

   明富中吹奏楽部   ニューフェイス「湖楠（うみな）」もいます

メインテーマ

　「広げよう　育てよう　緑の輪」
　　　　～緑は地球の仲間をつなぐ～
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　皆様の願いがとどいて、上天気の“つどい”に、
ご協力ありがとうございました。
　森づくりは、植樹から育樹・利活用へと進んで
いきます。森づくりセンターも橋本職員が加わ
り、７名のスタッフとチームワークで取り組みま
す。
　一層のご支援ご協力をお願いいたします。　
　

森のデータ

80,808 ㎡
45,994 人
 160,967 本

10,382 人

3,552 人

植樹面積
植樹活動参加者数
植樹本数
森づくり活動参加者数
　   　    (平成26年度）
　内、サポーター活動
　参加者数 (平成26年度）
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　「ふるさとゾーン」は、かっての野洲川
南流の河畔林が多く残されたエリアで、エ
ノキやクヌギの大木、竹林、自然の水辺な
どを生かした中に広場やデッキなどが整備
されています。

　「ふるさとゾーン」は、自然の森や水辺が
そのまま残されているため、昔から棲みつい
ている生き物が多数います。
　また、トイレが未整備で、橋も５橋のうち
１橋しか完成していません。
　水辺などを含め、気をつけてご利用下さい。

「ふるさとゾーン」がオープンしました！「ふるさとゾーン」がオープンしました！

　「びわこ地球市民の森」に、新たに「ふるさとゾーン」がオープンしました。これで森の
５つのゾーン全ての利用が可能になりました。
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